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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法

(57)【要約】
【課題】  大気圧下でガラス基板と封止部材との封止作
業を行った場合であっても封止不良を起こすことが無
い。
【解決手段】  ガラス基板１０上に形成された発光層を
含む有機ＥＬ層１１と、有機ＥＬ層１１を覆って封止す
る封止部材１３と、封止部材１３をガラス基板１０に接
着する接着剤層１２とを備えた有機ＥＬ表示パネルにお
いて、接着剤層１２は、スクリーン印刷によって、設定
高さの薄層を有機ＥＬ層１１の全周を囲うように形成
し、封止部材１３による封止領域１５内を１気圧以上
１.２気圧未満の圧力状態とした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ガラス基板上に形成された発光層を含む
有機ＥＬ層と、該有機ＥＬ層を覆って封止する封止部材
と、該封止部材を前記ガラス基板に接着する接着剤層と
を備えた有機ＥＬ表示パネルにおいて、
前記接着剤層は、設定高さの薄層を前記有機ＥＬ層の全
周を囲うように形成してなり、前記封止部材による封止
領域内を１気圧以上１.２気圧未満の圧力状態としたこ
とを特徴とする有機ＥＬ表示パネル。
【請求項２】  ガラス基板上に発光層を含む有機ＥＬ層
を蒸着する工程と、該有機ＥＬ層を封止する封止工程と
を含む有機ＥＬ表示パネルの製造方法であって、
前記封止工程は、前記有機ＥＬ層の全周を囲う接着剤層
をスクリーン印刷によって形成する工程と、大気圧下で
前記接着剤層を介して前記ガラス基板と封止部材を接着
させる工程とからなることを特徴とする有機ＥＬ表示パ
ネルの製造方法。
【請求項３】  前記接着剤層の印刷高さを２０～１００
μｍとすることを特徴とする請求項２記載の有機ＥＬ表
示パネルの製造方法。
【請求項４】  前記接着剤層の形成を１５０～２３０メ
ッシュ／インチのステンレス製印刷メッシュを用いたス
クリーン印刷により行うことを特徴とする請求項２記載
の有機ＥＬ表示パネルの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、基板上に発光層を
含む有機ＥＬ層を形成した有機ＥＬ（エレクトロルミネ
ッセンス）表示パネル及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ表示パネルは、ガラス基板上に
ＩＴＯ等の透明電極からなる陽極を形成し、その上に有
機化合物からなる発光層を含む有機膜を形成し、その上
にＡｌ等の金属電極からなる陰極を形成した有機ＥＬ素
子を基本構成としており、この有機ＥＬ素子を単位面発
光要素として平面基板上に配列させることで画像表示を
行うものである。
【０００３】この有機ＥＬ表示パネルは、有機膜及び電
極が外気に曝されると特性が劣化することが知られてい
る。これは、有機膜と電極との界面に水分が浸入するこ
とにより、電子の注入が妨げられ、未発光領域としての
ダークスポットが発生したり、電極が腐食する現象によ
るもので、有機ＥＬ素子の安定性及び耐久性を高めるた
めには、有機ＥＬ素子を外気から遮断する封止技術が不
可欠となっている。この封止技術に関しては、各種の提
案がなされているが、生産性及び耐久性の面で有効な手
段として、電極及び有機膜が形成されたガラス基板上
に、この電極及び有機膜を覆う封止部材を接着する方法
が採用されている。
【０００４】この封止部材をガラス基板上に接着する工
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程について、図３（ａ），（ｂ）を参照して説明する。
電極及び有機膜の成膜工程を完了したガラス基板１に対
して、封止部材４を接着するには、ガラス基板１上又は
封止部材４の接着面上に有機ＥＬ層３の全周を囲うよう
に接着剤層２を形成する。図３（ａ）は、封止部材４側
に接着剤層２を形成した状態を示している。この接着剤
層２は、エポキシ樹脂等の紫外線硬化性又は、熱硬化性
樹脂が用いられ、ディスペンサによって封止部材４上に
塗布される。
【０００５】そして、図３（ｂ）に示すように、ガラス
基板１をＮ

２
ガス雰囲気の封止装置５内へ移動し、封止

部材４とガラス基板１とを貼り合わせた後、封止装置５
の内部圧力を上昇させ、封止部材４内に生じる圧力との
差を解消した後、紫外線を照射してエポキシ樹脂を硬化
させ、封止部材４の周囲とガラス基板１とを接着させて
いる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】上述した従来技術によ
ると、封止装置を用い、紫外線硬化前に封止部材内の圧
力差を解消させることで、歩留まりの向上を行ってい
る。しかしながら、圧力調整の工程が必要であり、生産
性を考えると封止装置の圧力調整を行わないことがより
望ましい。
【０００７】つまり、ディスペンサを用いた接着剤層の
形成では、接着剤層の塗布高さが接着剤層の塗布高さを
正確に規制することが難しく、安価な塗布ロボットで確
実な封止を行おうとする場合、塗布高さのむらを考慮し
て接着剤の塗布高さを１００～２００μｍと高くする必
要がある。このような高さの接着剤層に対して封止部材
を押し付けて接着させた場合には、接着剤層の高さは１
／１０程度まで押しつぶされ、接着剤層が封止領域の全
周を囲って形成されているため、接着剤層を押しつぶす
段階で封止部材の内部圧力が上昇して、封止領域内が
１.２気圧以上の正圧状態となってしまう。この圧力差
は、樹脂の塗布高さによって生じているため、塗布高さ
がばらつくことで発生する圧力にもばらつきが生じ、圧
力調整を行っていても封止工程終了後に封止不良を起こ
す原因となり、適切な状態ではない。
【０００８】そこで、圧力調整無しに大気圧下で封止作
業を行う方法として、図４（ａ），（ｂ）に示すような
方法も提案されている。これは、ガラス基板１や封止部
材４上に、接着剤層２を有機ＥＬ層３の周囲に対して間
隔を開けた状態で塗布し、その間隔の両側に厚塗り部２
ａを形成したものである。これによると、ガラス基板１
と封止部材４を押し付けて接着すると、厚塗り部２ａが
潰されることにより接着剤層２を繋いで封止領域が形成
される。しかしながら、この方法によると、接着剤層の
塗布精度が悪くなり、接着剤層のはみ出し２ｂが生じる
ことで、ガラス基板１内のデッドスペースが大きくなる
問題があり、また、塗布むらなどにより封止領域内の圧
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力が一定にならず、これによって封止不良を引き起こす
ことにもなる。
【０００９】また、上述の従来技術によると、接着剤層
を形成するにあたって、ディスペンサを用いてガラス基
板や封止部材に対して一枚ずつ塗布しているが、塗布精
度だけでなく塗布作業にかなりの時間を要し、量産性の
面でも問題があった。
【００１０】本発明は、このような事情に対処するため
に提案されたものであって、圧力調整の無い大気圧下で
封止作業を行った場合であっても封止不良を起こすこと
が無く、また、封止精度向上によって基板上のデッドス
ペースをより少なくすることが可能なり、また、量産性
の面でも優れた、有機ＥＬ表示パネル及びその製造方法
を提供することを目的とするものである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明は以下の特徴を備えるものである。
【００１２】請求項１に係る発明は、ガラス基板上に形
成された発光層を含む有機ＥＬ層と、該有機ＥＬ層を覆
って封止する封止部材と、該封止部材を前記ガラス基板
に接着する接着剤層とを備えた有機ＥＬ表示パネルにお
いて、前記接着剤層は、設定高さの薄層を前記有機ＥＬ
層の全周を囲うように形成してなり、前記封止部材によ
る封止領域内を１気圧以上１.２気圧未満の圧力状態と
したことを特徴とする。
【００１３】請求項２に係る発明は、ガラス基板上に発
光層を含む有機ＥＬ層を蒸着する工程と、該有機ＥＬ層
を封止する封止工程とを含む有機ＥＬ表示パネルの製造
方法であって、前記封止工程は、前記有機ＥＬ層の全周
を囲う接着剤層をスクリーン印刷によって形成する工程
と、大気圧下で前記接着剤層を介して前記ガラス基板と
封止部材を接着させる工程とからなることを特徴とす
る。
【００１４】請求項３に係る発明は、請求項２に記載の
有機ＥＬ表示パネルの製造方法において、前記接着剤層
の印刷高さを２０～１００μｍとすることを特徴とす
る。
【００１５】請求項４に係る発明は、請求項２に記載の
有機ＥＬ表示パネルの製造方法において、前記接着剤層
の形成を１５０～２３０メッシュ／インチのステンレス
製印刷メッシュを用いたスクリーン印刷により行うこと
を特徴とする。
【００１６】上述の特徴を備えた本発明によると、以下
の作用をなすものである。
【００１７】請求項１に係る発明によると、ガラス基板
上に形成された発光層を含む有機ＥＬ層と、該有機ＥＬ
層を覆って封止する封止部材と、該封止部材を前記ガラ
ス基板と接着する接着剤層とを備えた有機ＥＬ表示パネ
ルにおいて、接着剤層はガラス基板上又は封止部材の接
着面上に有機ＥＬ層の全周を囲うように形成されてお
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り、その厚さを薄くして封止部材の接着時に封止領域内
が１．２気圧以上の正圧状態とならないようにしてい
る。これによると、封止領域内が過度の加圧状態となら
ず、接着後に封止不良を起こすことがない。
【００１８】請求項２～４に係る発明によると、接着材
層の形成にスクリーン印刷を用いることによって、精度
の高い薄層の接着剤層をガラス基板上又は封止部材の接
着面上に形成することができる。これによって、ガラス
基板上に封止部材を接着する際に接着剤層の押し付け変
位が少なくなり、大気圧下での作業によっても封止領域
内に過度の正圧が生じることがなく、接着後の封止不良
を回避することができる。接着剤層の印刷高さを２０～
１００μｍとすることによって、封止領域内の圧力を
１.２気圧未満に抑えることが可能となる。
【００１９】また、接着剤層の形成をスクリーン印刷に
よって行うことにより、精度の高い接着剤層の形成が可
能となり、接着剤のはみ出し等によるデッドスペースを
ガラス基板上に形成することがない。１５０～２３０メ
ッシュ／インチのステンレス製印刷メッシュを用いたス
クリーン印刷を採用することにより、従来の紫外線硬化
性又は熱硬化性樹脂を接着剤として用い、高精度の印刷
を行うことができる。また、スクリーン印刷によって多
数枚のガラス基板や封止部材に対して速やかに接着剤層
を形成することができるので量産性にも適する。
【００２０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施例を図面を参
照して説明する。図１は本発明の一実施形態に係る有機
ＥＬ表示パネルを示している。図において、ガラス基板
１０上には有機ＥＬ層１１が形成されており、この有機
ＥＬ層１１の全周を囲って接着剤層１２が形成され、こ
の接着剤層１２を介して、封止部材１３の接着面がガラ
ス基板１０上に接着されている。封止部材１３内にはポ
ケット部１３ａが形成されており、このポケット部１３
ａ内には乾燥剤１４が配設されている。
【００２１】ここで、有機ＥＬ層は、ガラス基板１０上
に形成されたＩＴＯ等の透明電極からなる陽極上に、例
えば、銅フタロシアニンからなる正孔注入層、ＴＤＰ等
からなる正孔輸送層、Ａｌｑ

３
等からなる発光層又は電

子輸送層、ＬｉＯ
２
からなる電子注入層、Ａｌ等からな

る陽極が順次積層されて形成されたものである。
【００２２】そして、接着剤層１２としては、エポキシ
樹脂等の紫外線硬化性又は熱硬化性の樹脂が用いられ、
これをスクリーン印刷によって薄層に形成したものであ
る。封止部材１３は、金属（ＳＵＳ缶）又はガラスから
なる部材であって、その周辺が接着剤層１２を介してガ
ラス基板１０上に接着されており、有機ＥＬ層１１を覆
って、これを外気から遮断している。ここで、封止部材
１３内の封止領域１５は、大気圧以上で１.２気圧未満
の圧力状態に維持されている。
【００２３】以下、図２（ａ），（ｂ）によって、上述
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の実施形態に係る有機ＥＬ表示パネルの製造方法を説明
する。まず、従前の工程によって、ガラス基板１０上に
上述の有機ＥＬ層１１が蒸着される（図２（ａ））。そ
して、封止部材１３の周辺に、ガラス基板１０上に蒸着
された有機ＥＬ層１１の全周を囲むように接着剤層１２
が形成される。この接着剤層１２は、スクリーン印刷に
よって設、定した印刷厚さｘを高精度に維持して形成さ
れるが、その印刷厚さｘは、２０～１００μｍ、好まし
くは５０μｍに設定される。スクリーン印刷に用いられ
るメッシュは、１５０～２３０メッシュ／インチのステ
ンレス製印刷メッシュが用いられる。
【００２４】そして、大気圧下において、封止部材１３
の周辺に形成された接着剤層１２上がガラス基板１１上
の有機ＥＬ層１１を囲うように位置決めがなされ、ガラ
ス基板１０及び封止部材１３を接着剤層１２を介して接
着させ、封止部材１３内の封止領域内に有機ＥＬ層１１
を配置させる。上述の説明では、接着剤層１２は封止部
材１３側に形成したが、ガラス基板１０の周辺部に形成
しても良い。
【００２５】このような実施形態によると、スクリーン
印刷によって形成された接着剤層１２は高精度に印刷高
さｘを調整できるので、この印刷高さｘを２０～１００
μｍと低く抑えることで、封止部材１３を載せた際の接
着剤層１２の変位を少なくすることができる。したがっ
て、大気圧下で封止部材１３をガラス基板１０上に接着
した場合にも、封止部材１３による封止領域内の圧力上
昇を最小限に抑えることができる。封止領域の体積にも
よるが、印刷高さｘを８０μｍに設定して、大気圧下の
接着作業を行った場合で、封止領域の内部圧力を１.０
７～１.１気圧に抑えることができた。
【００２６】更に言及すると、スクリーン印刷により接
着剤層１２を形成する場合には、印刷メッシュや乳剤の
種類などの条件を制御することで印刷高さｘを高精度に
設定することが可能になるので、封止領域の体積に応じ
て内部圧力が上昇しない範囲の印刷高さを設定すること
が可能になる。また、金属プレス品による封止部材１３
に接着剤層１２を形成するような場合には、封止部材１*
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*３周辺の限られた箇所に接着剤層１２を形成することが
要求されるが、スクリーン印刷によると、形成箇所を高
精度に特定することが可能であり、少ない接着剤で充分
な封止が得られ、接着剤のはみ出しも生じない。したが
って、ガラス基板１０上に接着剤層１２によるデッドス
ペースが形成されず、パネル面積を表示に有効活用する
ことができる。更には、従来のディスペンサーによる塗
布と比較して、一回に大量の印刷が可能であるから、量
産性も向上する。
【００２７】
【発明の効果】本発明は上記のように構成されるので、
ガラス基板上に形成された発光層を含む有機ＥＬ層と、
該有機ＥＬ層を覆って封止する封止部材と、該封止部材
を前記ガラス基板に接着する接着剤層とを備えた有機Ｅ
Ｌ表示パネルにおいて、大気圧下で封止作業を行った場
合であっても封止不良が生じることが無く、また、封止
精度向上によって基板上のデッドスペースをより少なく
でき、パネル面積を表示に有効活用することができる。
また、量産性の面でも優れている。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ表示パネル
を示した説明図である。
【図２】実施形態に係る有機ＥＬ表示パネルの製造方法
を説明する説明図である。
【図３】従来の封止部材をガラス基板上に接着する工程
について説明する説明図である。
【図４】従来の大気圧下で接着作業を行う方法を示す説
明図である。
【符号の説明】
１，１０    ガラス基板
２，１２    接着剤層
３，１１    有機ＥＬ層
４，１３    封止部材
５          真空封止装置
１４        乾燥剤
１５        封止領域

【図１】
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